
学校名 茨城県 日立市立豊浦小学校 

助成活動のテーマ  実践を通して、確かな危機回避能力を身につける 

主な教科領域等 教科領域（ 学級活動・総合的な学習の時間 ） 

助成活動に参加した生徒数 （  全 学年  ５１０ 人）（複数可） 携わった教員数   ３５ 人 

その他の参加者数 地域住民・保護者（  ２５０ 人）その他（            ） 

助成活動期間 平成２８年 ４月 ６日   ～  平成 ２９ 年  ３月 ２３日 

想定した災害 ※該当するものに

丸をつけてください。複数可。 

地震 ・津波 ・ 台風 ・ 洪水 ・ 河川氾濫 ・ 土砂 ・ その他

（          ） 

■助成活動の目的・ねらい 

 ・本校は、海から 900m、海抜 17ｍの場所に位置し、東日本大震災では津波避難所となった。児童に対して、

今後起こりうる大規模津波への対処方法を身につけさせることが必要な地域に位置している。一刻も早く

避難態勢をとり、自分の命を守る行動を主体的に判断できるようにするための防災･減災教育を推進し、学

校・保護者・地域が連携して防災・減災教育に取り組む素地づくりを行なう。 

■助成活動内容 

・想定を変えての毎月の校内避難訓練                   

 ・児童による津波想定避難マップ作成、登下校時の津波想定避難訓練 

 ・児童が作成した避難マップの集約、集約パネル印刷掲示 

 ・全校児童による「命をまもる集会」の実施、津波体験者による講話 

・地域住民との合同避難訓練、合同防災体験                 

■成果① 減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から 

 ・登下校時の避難ルートについて、児童一人一人が自分の地図に記入する授業を導入することにより、「自力

で判断し避難する」という意識が高まり、防災意識の向上が図れた。 

■成果② 児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力を身につけたか。 

・全校児童参加による「命を守る集会」を開催し、地域の津波体験者の話を聞くことを通して、「自分の命は

自分で守る」という意識の変容がみられ、防災意識が高まった。 

■成果③ 教師や保護者、地域、関係機関等の視点から 

・市内一斉防災訓練に合わせて、学校と保護者・地域合同で「三世代合同総合防災訓練」を実施した。防災無

線テスト交信、避難所の開設訓練・炊き出し訓練など、地域約２００名の方々と一緒に活動を行なうことを

通して、避難所となる本校での各機関の役割分担が確認でき、円滑な連携が可能となった。 

■自校の実践で工夫した点、特筆すべき点 

 ・予告無しなど、毎月想定を変えて実施する避難訓練を通し、児童は迅速にかつ適切な行動が取れるように変

容した。特に、２０ｍ級の大津波を想定した 1 次・２次・３次避難訓練は、校舎新築を予定している本校

の、設計段階での検証実験と位置付けている。 

■実践から得られた教訓や課題と今後の改善に向けた方策や展望 

 ・「減災教育」の教育課程への位置付けと、自助、共助、公助の教育プログラムの開発 
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   【児童による、津波想定避難マップづくり。登校班ごとに話合い、地図にまとめる。その後班ごとに実施に歩いてみる。】 

 

    
   【集団下校。通学途中で避難する場合の経路確認・避難場所確認】   【通学路の確認作業】   【学区津波ハザードマップパネル】   

 

    
  【地域２００名と実施した「三世代合同総合防災訓練」】        【炊き出し訓練】       【アルファー米体験】 

 

    
   【ガス発電機体験】       【組立てリヤカー体験】       【毛布担架体験】         【消防車見学】 

 

     
【給水ポンプ体験】         【舫い結び体験】       【バケツリレー体験】        【消火体験】 

 

     
   【毎月、想定を変えて実施する避難訓練。 休み時間・授業中・予告なし・プレハブ校舎から・津波避難場所へ】 【防災倉庫内確認】 

 


